
号五
１
　
↓

第
年
　
八

　
十
巻
ニ

　
ロ
ニ
蹄

第

容内

、
ノー（方

昨
一梯

■

、
一
　
）

■
Ｉ
　
Ｑ
Ｕ

（
＾
　
４

（
　
　
（

∴
、

ダ
＼
妊
へ

淋
川

Ｔ
Ｈ

ド

い
　
こ
　
　
一

“
し
　
、

　
一
・
、
，
　
．

　
．
、
　
　
一

　
一
ノ
　
＾

　
七
｝
閏

　
（
系
１
，

　
邑
イ
ー
　
　
ゴ

　
樽
ハ
之

　
’
、
丈
－
一

　
白

　
…
Ｈ
．
い
「
“

　
ｊ
一
八
…
　
）

　
迂
イ
　
ー
又

　
リ
い
ｒ
　
ｌ
－

　
仁
－
　
＾
＼

説
＾
　
・
、

　
、
凸
り
　
　
Ｈ
勺
一

　
“
１
　
　
　
　
目
「
ド

論
詰
　
｝

冬
、
プ

・
　
〔

し
」

、
しき

目
、
七

口
い
・
人

勺
〔
ノ

、
ソ
叫
、

．
ヒ
ー
わ
］

五
－
∴
く

｛
　
　
＼

（

）３７（

’
１
’

１
」

トに

士
六

ｉ王１－１［
●●●●

　
昧

　
咋

　
の

　
念
－

　
概
斗

　
ソ
じ
‘
・

　
附
察

　
有
考

　
拷
一

　
代
る

　
ろ
す

　
す
関

　
↓
。
～
ム
』

　
こ
貝

　
，
】
劇

　
フ
室

究
ク
、
ｊ

　
ノ
一

研
ヒ

）５９（三弘

山
川

松
■

　
Ｈ

　
程

　
過

　
立
　
ヒ

　
川

　
莞

　
自
．

　
沽
“

座
価

　
余

竈
剰

会学済経学大館
１
命立



　
立
命
館
経
済
学
　
　
第
二
巻
・
第
三
号

論
説

我
国
近
世
の
経
済
思
想
（
上
）
　
　
　
　
　
淡
　
　
康
　
一

　
１
－
１
大
山
教
授
の
近
著
を
中
心
と
し
て

研
究

封
碓
体
制
崩
壊
に
関
す
る
一
考
察
　
　
　
　
足
立
政
勇

　
　
　
畿
内
在
郷
商
人
の
存
在
形
態
を
申
心
に

棚
卸
資
産
評
価
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
寺
　
岸
　
　
平

　
　
　
現
行
税
法
を
め
ぐ
っ
て
ー
１

，
税
務
△
ム
計
上
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
高
昆
　
　
男

　
　
　
デ
ィ
グ
ッ
ク
ン
ヨ
ン
を
中
心
と
し
て

講
座

任
煎
標
木
調
査
法
（
三
）
　
　
　
　
　
　
　
閉
弥
一
　
郎

紹
　
介

Ｃ
・
Ｓ
・
ソ
ロ
ー
・
「
淡
木
主
義
過
程
に

　
お
け
る
革
新
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
．
丁
正
規

　
１
－
－
ー
シ
ユ
ム
ベ
ー
タ
ー
理
論
の
批
判

　
　
　
発
行
所
　
　
立
命
館
大
学
人
文
科
学
研
究
所

　
立
介
館
経
済
学
　
　
第
二
巻
・
第
四
号

論
説

危
機
に
立
つ
反
独
卜
ｎ
政
策
　
　
　
　
　
　
　
非
上
巌
次
郎

わ
が
国
労
働
関
係
の
特
質
Ｈ
　
　
　
　
　
大
山
敷
太
郎

　
－
そ
こ
に
■
拍
け
る
封
建
惟
の
根
強
き
残
存

ル
ネ
サ
ン
ス
・
レ
フ
オ
ル
マ
チ
才
ン

期
に
お
け
る
所
有
観
（
上
）
　
　
　
　
　
　
高
橘
良
三

研
究

利
子
生
み
資
木
の
変
宥
　
　
　
　
　
　
　
　
小
牧
聖
徳

　
　
　
近
代
的
銀
行
業
の
成
立
を
め
べ
っ
て

「
企
業
者
」
と
旅
本
・
王
義
迦
程
Ｏ
「
革

新
」
に
っ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
崎
正
規

　
　
　
シ
ュ
ム
ベ
ー
タ
ー
牢
説
の
十
毒
閉
艘

講
座

任
意
襟
木
調
有
法
例
　
　
　
　
　
　
関
弥
三
郎

　
　
　
発
行
所
　
　
立
命
鮒
大
学
人
文
科
学
研
究
所


